
充
足
」
に
つ
い
て
指
摘
を
受
け
て
い
る

こ
と
か
ら
も
、
新
設
す
れ
ば
定
員
が
充

足
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
現
実
を
直
視

し
た
い
【
図
表
15
】。

　事
前
調
査
を
効
果
的
に
活
用
し
て
い

る
取
り
組
み
例
を
【
図
表
16
】
に
挙
げ

た
。
こ
れ
ら
を
見
る
と
、
高
校
と
の
関

係
構
築
や
、
志
望
度
の
高
い
学
生
に
新

学
部
学
科
の
存
在
を
知
ら
せ
る
手
段
と

し
て
も
、調
査
は
有
用
だ
と
言
え
よ
う
。

      

自
学
の
コ
ア
バ
リ
ュ
ー
や
地
域
の

特
徴
を
軸
に
し
て
は
ど
う
か
。

　特
色
づ
く
り
の
難
し
さ
を
龍
谷
大
学

の
岡
田
氏
（
P.
17
）
は
こ
う
述
べ
る
。

「
設
置
初
年
度
は
特
色
が
あ
っ
て
も
、

翌
年
度
に
似
た
特
色
を
持
つ
学
部
学
科

が
現
れ
、
時
間
と
と
も
に
独
自
性
が
失

わ
れ
る
例
が
多
い
。Ｄ
Ｘ・Ｇ
Ｘ
系
の
よ

う
な
注
目
を
集
め
る
分
野
は
設
置
が
集

中
す
る
た
め
、
簡
単
で
は
な
い
が
、
他

大
学
が
ま
ね
し
づ
ら
い
オ
ン
リ
ー
ワ
ン

の
要
素
が
必
要
だ
」。

　自
学
に
と
っ
て
ま
っ
た
く
の
新
規
分

野
に
挑
戦
し
、
リ
ソ
ー
ス
も
な
い
中
で

独
自
の
教
育
を
つ
く
る
の
は
難
度
が
高

い
。
そ
れ
よ
り
は
、
自
学
が
大
切
に
し

て
き
た
価
値
観
や
取
り
組
み
、
地
域
の

特
徴
を
リ
ソ
ー
ス
に
し
て
現
在
や
未
来

の
課
題
解
決
に
資
す
る
教
育
を
組
み
立

      

定
員
確
保
に
向
け
た
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
と
し
て
複
数
回
実
施
。

　認
可
申
請
も
届
出
も
、「
学
生
の
確

保
の
見
通
し
等
」の
提
出
は
必
須
だ【
図

表
14
】。
２
０
２
５
年
度
開
設
の
大
学
、

学
部
等
の
設
置
審
査
か
ら
同
項
目
の
審

査
基
準
が
厳
し
く
な
り
、
受
験
対
象
者

等
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
加
え
、
競

合
大
学
の
状
況
、
募
集
活
動
の
内
容
や

そ
の
効
果
の
見
込
み
、
地
域
ニ
ー
ズ
な

ど
を
分
析
し
て
、
定
員
を
確
保
で
き
る

こ
と
を
証
明
す
る
必
要
が
あ
る
【
P.

23
図
表
2
】。「
手
引
」
に
は
審
査
の
観

点
も
明
記
さ
れ
、
調
査
項
目
や
分
析
方

法
の
詳
細
ま
で
載
っ
て
い
る
。

　た
だ
、
こ
の
調
査
分
析
を
、
書
類
作

成
の
た
め
だ
け
に
行
う
の
は
も
っ
た
い

な
い
。大
学
に
と
っ
て
新
学
部
学
科
は
、

企
業
の
新
商
品
と
同
じ
だ
。
企
業
が
試

作
品
で
消
費
者
調
査
を
行
い
、
改
善
を

施
し
た
り
売
り
方
を
検
討
し
た
り
す
る

の
と
同
様
、
新
学
部
学
科
も
複
数
回
の

事
前
調
査
を
行
い
、
構
想
を
磨
い
て
い

く
こ
と
が
成
功
へ
の
近
道
だ
。

　事
前
調
査
の
結
果
、
定
員
を
満
た
す

ほ
ど
の
入
学
意
向
者
が
見
込
め
な
い
場

合
、
コ
ー
ス
等
、
小
規
模
な
教
育
課
程

か
ら
の
ス
タ
ー
ト
も
検
討
し
た
い
。
設

置
計
画
履
行
状
況
等
の
調
査
で
、
４
割

弱
の
新
学
部
学
科
が
文
科
省
か
ら
「
未

て
る
ほ
う
が
、
自
学
ら
し
さ
に
つ
な
が

り
、
広
報
上
、
ス
ト
ー
リ
ー
化
し
て
伝

え
や
す
い
【
図
表
17
】。
自
学
で
は
当

た
り
前
の
こ
と
で
も
、
第
三
者
に
は
魅

力
的
に
映
る
例
は
多
い
。

　佐
賀
大
学
は
、佐
賀
県
が
掲
げ
る「
コ

ス
メ
テ
ィ
ッ
ク
構
想
」
に
着
目
。
コ
ス

メ
テ
ィ
ッ
ク
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
に
お
け

る
研
究
実
績
も
あ
っ
た
た
め
、
コ
ス
メ

テ
ィ
ッ
ク
サ
イ
エ
ン
ス
学
環
を
構
想
し

た
。
福
井
県
立
大
学
は
、
県
の
観
光
資

源
に
な
っ
て
い
る
恐
竜
を
一
般
教
育
科

目
等
で
教
育
の
題
材
に
し
て
き
た
が
、

博
物
館
や
発
掘
現
場
に
近
い
利
点
を
活

か
し
学
部
化
。他
の
４
大
学
も
、こ
れ
ま

で
力
を
入
れ
て
き
た
特
徴
あ
る
教
育
な

ど
を
新
学
部
の
基
軸
に
据
え
て
い
る
。

      

開
設
３
〜
４
年
前
に
開
始
。
中
学

生
や
高
１
生
の
段
階
か
ら
認
知
拡
大
を
。

　学
生
募
集
に
つ
い
て
は
認
可
書
到
着

後
、
届
出
後
か
ら
し
か
開
始
が
許
さ
れ

な
い
ル
ー
ル
が
あ
る
が
、
広
報
（
文
科

省
の
表
現
で
は
Ｐ
Ｒ
活
動
）
は
、
直
接

的
な
募
集
活
動
を
せ
ず
、
た
だ
し
書
き

を
付
け
る
な
ど
の
条
件
を
守
れ
ば
、
い

つ
か
ら
で
も
可
能
だ
【
P.
26
図
表
18
】。

学
部
学
科
が
多
数
新
設
さ
れ
る
中
で
、

高
校
生
や
保
護
者
、
高
校
に
認
知
さ
れ

る
の
に
は
時
間
が
か
か
る
。
広
報
は
早

調
査
を
実
施
し
よ
う
。

　構
想
、
設
計
段
階
で
は
、
検
討
中
の

内
容
が
そ
の
ま
ま
広
報
材
料
に
な
る
た

め
、
設
置
準
備
組
織
内
に
広
報
機
能
を

持
た
せ
る
と
よ
い（
③
）。そ
の
う
え
で
、

自
学
な
ら
で
は
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
も
っ

て
広
報
に
臨
も
う
（
④
）。「
ミ
ッ
シ
ョ

ン
（
社
会
に
対
す
る
使
命
感
）、
パ
ッ

シ
ョ
ン
（
学
生
の
成
長
に
ど
う
向
き
合

う
の
か
）、
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
ど
う

い
う
学
生
と
未
来
を
つ
く
っ
て
い
き
た

い
の
か
）
を
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
広
報

で
訴
え
た
い
」（
京
都
産
業
大
学
）。

　並
行
し
て
行
う
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調

査
も
、「
学
生
確
保
の
見
通
し
調
査
」
の

Ｑ
＆
Ａ
で
見
た
よ
う
に
、
広
報
活
動
、

高
校
と
の
関
係
構
築
に
役
立
つ（
⑤
⑥
）。

　な
お
、
開
設
直
後
は
ま
だ
認
知
度
が

低
い
た
め
、
広
報
用
の
予
算
は
開
設
前

だ
け
で
な
く
、
で
き
れ
ば
開
設
後
１
〜

２
年
分
も
確
保
し
て
お
き
た
い
（
⑦
）。

      

設
置
計
画
と
の
連
動
、
高
大
連
携
、

総
合
型
選
抜
の
活
用
【
図
表
20
】。

　新
学
部
の
入
試
の
設
計
は
入
試
担
当

の
教
員
や
学
部
に
一
任
し
、
最
後
に
書

類
で
他
の
事
項
と
合
体
さ
せ
る
大
学
も

あ
る
よ
う
だ
。
し
か
し
、
設
置
・
募
集

計
画
と
入
試
計
画
の
進
行
が
別
で
は
、

欲
し
い
学
生
像
と
入
試
の
内
容
に
齟
齬

が
出
て
も
お
か
し
く
な
い
。
入
試
制
度

期
ス
タ
ー
ト
が
鉄
則
だ
【
図
表
19
】。

上
記
に
は
、
広
報
用
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の

例
と
掲
載
項
目
を
載
せ
て
い
る
。
佐
賀

大
学
、
京
都
産
業
大
学
は
、
開
設
１
年

５
か
月
前
に
は
発
行
し
て
い
る
。
千
葉

工
業
大
学
は
２
０
２
５
年
新
学
科
開
設

を
２
０
２
４
年
１
月
に
決
定
し
、
約
半

年
で
届
け
出
た
ス
ピ
ー
ド
開
設
。
広
報

期
間
が
限
ら
れ
て
い
た
が
、
出
せ
る
情

報
を
２
回
に
分
け
て
発
信
し
、
高
校
へ

の
認
知
を
図
っ
た
（
P.
36
参
照
）。

　理
想
の
ス
タ
ー
ト
時
期
（
①
）
は
、

初
年
度
入
学
者
が
中
３
、
高
１
の
段
階

（
開
設
の
４
年
ま
た
は
３
年
前
）。
低
年

次
向
け
に
広
報
を
行
い
、
新
学
部
学
科

で
学
ぶ
イ
メ
ー
ジ
を
刷
り
込
ん
で
い

く
。
遅
く
と
も
、
開
設
の
２
年
半
前
ま

で
に
は
始
め
た
い
。
こ
の
時
期
を
過
ぎ

る
と
、
初
年
度
入
学
者
に
な
る
学
年
が

文
理
選
択
を
終
え
、
新
学
部
の
魅
力
が

伝
わ
ら
な
い
ま
ま
入
学
可
能
性
の
あ
る

生
徒
を
ご
っ
そ
り
失
う
恐
れ
が
あ
る
た

め
だ
。
特
に
理
系
は
文
系
よ
り
選
択
者

が
少
な
い
。
苦
手
科
目
の
関
係
な
ど
か

ら
安
易
に
文
系
を
選
択
し
て
し
ま
う
前

に
、
自
学
で
の
学
び
の
魅
力
を
し
っ
か

り
伝
え
て
お
き
た
い
。
そ
の
段
階
で
は

広
報
材
料
は
限
ら
れ
る
が
、
開
示
可
能

な
情
報
は
速
や
か
に
出
そ
う（
②
）。「
観

測
気
球
」
と
し
て
、
中
高
生
や
社
会
の

反
応
を
う
か
が
う
意
味
合
い
も
あ
る
。

情
報
を
出
し
て
か
ら
の
変
更
は
ほ
ぼ
不

可
能
。
そ
の
た
め
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

を
含
め
、
申
請
書
類
に
記
載
し
た
設
置

計
画
は
、
合
理
的
な
理
由
な
く
変
更
で

き
な
い
。
特
に
入
試
制
度
の
変
更
は
、

志
願
者
へ
の
十
分
な
周
知
期
間
が
必
要

と
な
る
。
競
合
校
の
入
試
制
度
や
科
目

を
調
べ
、
自
学
の
受
験
者
層
の
特
性
も

考
慮
し
つ
つ
、
学
部
構
想
や
募
集
戦
略

と
連
携
し
て
検
討
し
た
い【
図
表
20
❶
】。

　入
試
担
当
者
は
、
め
ざ
す
教
育
や
人

材
像
を
理
解
し
た
う
え
で
、
高
校
に
も

意
見
を
求
め
た
い
（
❷
）。
例
え
ば
京

都
産
業
大
学
が
開
設
予
定
の
新
学
環

は
、ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン・ポ
リ
シ
ー
（
Ａ

Ｐ
）
に
沿
う
学
生
を
採
れ
る
よ
う
、
高

校
教
員
と
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
総
合

型
選
抜
を
設
計
し
て
い
る
。Ａ
Ｐ
で
探

究
学
習
に
力
を
入
れ
た
生
徒
を
意
識
し

て
い
る
旨
を
高
校
に
話
し
た
と
こ
ろ
、

「
探
究
の
力
が
あ
る
が
面
接
が
苦
手
な

生
徒
の
、
意
欲
や
取
り
組
み
を
評
価
し

て
も
ら
え
な
い
か
」
と
の
意
見
を
も

ら
っ
た
と
い
う
。
共
に
大
学
教
育
を
つ

く
り
上
げ
て
い
く
と
い
う
参
画
感
や
連

携
感
を
高
校
教
員
が
抱
け
ば
、
学
生
確

保
に
も
よ
い
影
響
が
出
る
だ
ろ
う
。

　新
学
部
学
科
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
合
う

学
生
を
採
る
た
め
に
は
、
入
試
設
計
の

自
由
度
が
高
い
総
合
型
選
抜
を
活
用
し

た
い
（
❸
）。
体
験
イ
ベ
ン
ト
や
中
高
の

学
習
支
援
等
で
生
徒
の
興
味
や
意
欲
を

高
め
な
が
ら
新
学
部
学
科
の
学
び
を
伝

え
、
入
試
へ
の
動
線
を
引
く
接
続
型
入

試
で
、質
と
数
の
両
面
を
確
保
し
た
い
。
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＊１ 正式な事業名は「高等学校ＤＸ加速化推進事業」
＊２ 「令和６年度高等学校DX加速化推進事業（ＤＸハイスクール）に関する大学との連携に関する調査」（https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/shinkou/shinko/mext_00009.html）

　高
校
教
員
に
と
っ
て
、新
設
学
部
は
、

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、「
勧
め
に
く
い
」

よ
う
だ
【
図
表
21
①
】。「
就
職
先
が
不

明
」「
学
問
内
容
が
わ
か
り
に
く
い
」「
入

試
実
績
が
な
い
」が
主
な
理
由
だ（
③
）。

１
割
強
の
回
答
者
が
「
勧
め
や
す
い
」

理
由
は
、大
き
く
２
つ
。「
教
育
の
魅
力
」

と
「
入
学
し
や
す
そ
う
」。
ど
ん
な
情

報
が
あ
れ
ば
勧
め
や
す
い
か
を
聞
い
た

と
こ
ろ
、
多
く
は
就
職
先
の
め
ど
と
教

育
内
容
だ
っ
た
。
身
に
付
く
力
と
社
会

の
ニ
ー
ズ
、
就
職
先
や
働
き
方
の
イ

メ
ー
ジ
を
示
し
た
い
。
学
び
に
関
し
て

は
、
教
育
理
念
と
共
に
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
、
学
内
設
備
、
実
習
内
容
な
ど
を
、

既
存
の
同
系
統
学
部
や
他
大
学
と
差
別

化
す
る
形
で
示
し
た
い
。「
造
語
で
表

さ
れ
た
教
育
の
特
徴
は
わ
か
り
に
く

い
」
と
の
指
摘
も
あ
っ
た
。
具
体
的
に

思
い
描
け
る
広
報
の
工
夫
が
求
め
ら
れ

る
。
ま
た
、「
実
績
」
を
重
視
す
る
高

校
教
員
が
多
い
こ
と
か
ら
、
受
験
し
や

す
い
入
試
や
学
費
か
ど
う
か
も
ポ
イ
ン

ト
と
な
る
。「
初
年
度
入
学
者
に
対
す

る
学
費
の
減
免
な
ど
大
き
な
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
こ
と
」
を
挙
げ
た
教
員
も
。
進

学
実
績
を
ま
ず
つ
く
る
施
策
も
検
討
の

余
地
が
あ
ろ
う
。

　現
状
で
は
明
ら
か
に
文
系
の
生
徒
が

多
く
（
④
）、
理
系
の
ほ
う
が
多
い
高

校
は
少
な
い
。
理
系
が
増
え
つ
つ
あ
る

高
校
も
あ
る
が
、
減
り
つ
つ
あ
る
高
校

が
そ
れ
を
上
回
る
（
⑤
）。「
機
能
強
化

支
援
事
業
」
に
つ
い
て
は
、
知
ら
な
い

教
員
が
６
割（
⑥
）。
フ
リ
ー
ア
ン
サ
ー

を
見
る
と
、「
理
数
系
の
科
目
嫌
い
」「
学

力
低
い
＝
理
系
科
目
苦
手
」
の
傾
向
が

あ
っ
た
。
科
目
の
好
き
嫌
い
が
進
路
選

択
に
直
結
し
、
か
つ
、
学
力
層
に
よ
っ

て
文
理
の
傾
向
は
分
か
れ
そ
う
だ
。Ｄ

Ｘ・Ｇ
Ｘ
系
の
学
び
に
興
味
を
持
つ
生

徒
や
保
護
者
が
増
え
る
か
ど
う
か
は
、

肯
定
的
、
否
定
的
な
意
見
が
拮
抗
し
て

お
り
、
わ
か
ら
な
い
と
す
る
声
も
多
い

こ
と
か
ら
、
今
後
の
広
報
次
第
と
い
っ

た
状
況
だ
（
⑦
⑧
）。

　文
科
省
の
高
校
版
理
系
生
徒
増
加
策 

   ＊1

　
「
Ｄ
Ｘ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」
に
は
約
１

千
校
が
選
定
さ
れ
、
本
調
査
で
も
回
答

者
の
９
％
が
選
定
校
だ
っ
た
。
意
欲
的

に
取
り
組
む
高
校
も
あ
る
一
方
で
、「
Ｄ

Ｘ
に
精
通
し
た
教
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DXハイスクールに聞く！

授業のデジタル化で学習効果に手応え
課題はＤＸについてのキャリア意識醸成

斎藤 晴樹
電気システム科教諭

さいとうはるき

生徒が授業に前のめりに
 本校は「秩父地域の産業と未来を支えるスペシャリストを育成す
る学校」を目標に掲げ、地元就職を見据えた実践力を培ってきまし
た。近年は約５割が進学、うち約３割の生徒が４年制大学に入っ
ています。３部７学科のうち工業部が、2024年度のＤＸハイスクー
ルに採択されました。実験、実習を行う工業部棟に無線ＬＡＮ環境
を整えて、端末を使った授業を推進したかったこと、欠席者向けに
独自に作成していたオンライン授業の取り組みを拡大し、学びを進
化させたかったことが、申請の直接的なきっかけです。
　採択を受け、授業のデジタル化が進んでいます【下図表】。実習
では、生徒がデジタル端末を使って手順書を確認し、測定データを
リアルタイムでグラフ化。レポート作成も手書きから入力へ。資料
やオンライン授業は、教室を暗くしプロジェクターに映していたため
生徒の眠気を誘っていましたが、高輝度の明るいプロジェクターの
導入で集中力も上がり、学習意欲が改善しています。自分の考え
をデジタルメモにしてレポートに活かす生徒、他者の意見との比較
をしたい生徒、表現方法が増えたことを喜び、話し合いに端末を使
う生徒が増えるなど、授業に臨む姿勢が積極的に。手書きより修
正がしやすいので、安心して失敗できる点も魅力のようです。
　課題は、学習効果の検証や評価方法です。私の担当科目では
定期テストの赤点該当者がゼロになったのですが、平均点が上
がったわけではない。学習の定着度を検証する必要があります。生
徒の評価も、意欲や姿勢、レポートや発表、テストの点数、どこに
重点を置くべきか思案しています。

中学生は「ＤＸ」をまったく意識していない
　ＤＸハイスクールに採択されてから、複数の大学から支援の申し
出がありました。現在は、すでに協定を結んでいた埼玉工業大学と

の取り組みが実現しています。例年行っている、同大学のキャンパ
スに本校の生徒が赴く「１日大学体験」の効果を高めたいと、同大
学の「ＤＸハイスクール対策チーム」に話を持ちかけました。個々の
生徒がイベント当日の注目点に当たりをつけられるよう、イベント前
にオンラインによるプレ体験の機会を設けます。
　同大学を含め、今後いろいろな大学と、進化したＩＣＴ環境を活
用した連携授業を進めたくはあるのですが、限られた人員のため、
その準備が難しい現実があります。生徒が興味を持った時、気軽
に見られるコンテンツや、大学院生に質問できるしくみが開かれて
いると、現場の教員としては非常に助かります。
　悩ましいのが、中学生の工学人気の低下です。生徒募集には
苦労しています。中学校でＤＸの話をしても、中学生も、中学教員
も、まったく関心もなく、知らないという現実があります。一方で、今
の中高生は機器を渡せば教えなくても使いこなせるデジタルネイ
ティブでもあります。デジタルが興味の対象ではなく、当たり前であ
る世代に対し、つくる側（理系）、使う側（文系）、いずれになりたい
かを意識させる投げかけを、高校は中学に、大学は中高にしていく
ことが、ＤＸ人材の育成には欠かせないのではないでしょうか。

【図表21】高校教員向け進路指導調査結果

①新設学部学科は生徒に勧めやすいか？
（ｎ＝412）

③新設学部学科を生徒に勧めにくい理由は？
（ｎ＝131）

⑤理系志望生徒の割合の、ここ数年の変化は？
（ｎ＝412）

⑦DX／GXにまつわる学部学科に興味を持つ生徒は
増えると思うか？
（ｎ＝412）
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⑧DX／GXにまつわる学部学科に興味を持つ保護者
は増えると思うか？ 
（ｎ＝412）

⑥「大学・高専機能強化支援事業」について
知っているか？
（ｎ＝412）

④勤務校の生徒の理系の志望割合は？
（ｎ＝412）

②新設学部学科を生徒に勧めやすい理由は？
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埼玉県立秩父農工科学高校
1900 年秩父郡立乙種農業学校として創立。農業部（農業科・森林科学科・食品化学科）、
工業部（電気システム科・機械システム科）、家庭部（ライフデザイン科・フードデザイン科）
の３部７学科からなる複合型専門高校。

＊Between編集部調べ（2024年12月実施。全国の高校教員を対象としたWeb調査。n＝412）

＊文部科学省の同高校工業科の取組事例よりBetween編集部にてまとめ

デジタルツールを活用できる
スペシャリストの育成取り組み例
▶あらゆる場面でのデジタルツールの活用強化
工学部棟を「デジタルラボ」化し実習や課題研究で積極的に活用

▶安全教育の新規導入
ＶＲ機器を使っての疑似体験を通じた学習など

▶発表会や外部との連携の充実
大学や企業と連携し、校外活動を取り入れた探究活動を実施
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Between情報サイトに掲出している電子ブック版では、本調査の詳細結果を提供


